
津市長コラムケーブルテレビ123chと津市ホームページでは、前葉市長がこのテーマについて語ります
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　中勢グリーンパークは、産業団地「中勢北部サ
イエンスシティ」の一角にある県内最大規模の総
合公園です。
■親子で遊べる人気スポット
　平成13年にその一部を開園して以降、これまで
約38.7億円をかけ芝生広場や大型遊具、幼児用の
遊び場などを継続して整備してきました。
　豊かな自然に囲まれた総面積28.3ヘクタールの
広大な敷地はレクリエーション、スポーツ、イベ
ントなどさまざまな用途に利用され、幅広い年代
の方に親しまれています。
■課題は利用者ニーズへの対応
　年間12万6,000人を数える来場者からは、「原っ
ぱやアスレチックなどで子どもたちが思い切り遊
べる」「ウオーキングや犬の散歩に最適」といっ
たお声を頂く一方で、「日陰が少ない」「飲み物
が買えない」などといったご不満も寄せられま
す。「子どもが迷子になった時どこに申し出たら
よいのか分からない」という、大規模公園として
備えるべき機能の不足も指摘されていることか
ら、津市は平成29年春、基盤整備が終了した未開
園エリアに売店や休憩所を備えた管理棟を建設す
ることを決めました。
■予算確保の壁
　しかし、新たに事業計画を作成し、建設費の２
分の１の国交付金の獲得に向け県に要望書を提出
したところで、交付金の財源不足という問題に直
面することになりました。
　その頃、津市は香良洲高台防災公園、千歳山へ
の進入路ともなる岩田池公園、国体会場となる津
球場公園内野球場の整備がそれぞれ本格化する時
期にありました。そこに中勢グリーンパークの管
理棟建設費を加えると、津市が配分を求める交付
金の額は年間2,000万円程度から１億円以上に跳ね
上がります。全国的に都市公園整備にかかる交付
金予算の確保が年々厳しさを増す中、県が国に対
し増枠を求めることは極めて困難であるとの見解
が示されたのです。
　中勢グリーンパークは、都市計画が決定した平
成９年より整備を継続しているものの、開園して
いるのは未だ半分の14.5ヘクタールです。ここで
事業を中断するわけにはまいりません。
　同年８月、国の公園担当の専門官に事情を説明
しようと、国土交通省中部地方整備局を訪問した
ところ、このほど創設されるに至った官民連携事
業を活用してみてはどうかと勧められました。
■突破口は民の力で
　ちょうど２カ月前に都市公園法が改正され、津市
と同様に公園事業予算の不足に悩む自治体に向け、
民間資金の導入により財政負担の軽減を図る
「Park-PFI」という制度が創設されたところでした。

　この制度は、都市公園の事業目的利用の規制を
緩和し運営期間や建ぺい率などの特例措置を設け
ることで、採算がとれるビジネスを展開できる環
境を整え、民間事業者に公園運営への参画を促す
ものです。
　自治体は、まず公募で都市公園内に売店や飲食
店など収益を生む施設を設置・管理する民間の事
業者を選定し、その事業者が公園内の特定エリア
に収益施設と広場や園路、植栽などの公共施設を
一体的に整備します。整備費用については、収益
施設の全額に加え、公共施設の１割以上を民間事
業者が負担することが求められることから、自治
体は９割以下の負担で公園整備が可能になる仕組
みです。
　新制度を推進するため、国は自治体負担の２分
の１を交付する予算を別枠で確保しており、中勢
グリーンパークの整備事業がその対象と認められ
れば、国交付金の重点配分を受けることが可能に
なります。
■新事業は入念な調査から
　津市は、中勢グリーンパークの未開園エリアに、
このPark-PFI事業を活用する方針を固め、事業化の
可能性調査を開始しました。来園者へのアンケート
調査で利用者のニーズを改めて確認したうえで、平
成31年３月、「サウンディング型市場調査」を実施
したところ13者のエントリーがありました。
　公園の施設整備や運営管理、収益事業の展開に
関心のある小売、飲食、サービス、物流・倉庫、
遊具、スポーツ、農業生産、警備・清掃、造園、
建設、リースなど幅広い業種から多彩なご提案を
いただき、２回にわたって詳細な個別対話も行い
ました。９月には実証実験としてグルメ祭りや参
加型イベントを開催し、4,000人の来場者の反応を
探りました。
■津市のPark-PFI活用プラン
　調査の結果、来園者のニーズに応える収益施設
の整備が民間のビジネスとして成り立つ確証が得
られたことから、令和３年１月、津市は中勢グ
リーンパークへのPark-PFI導入に向け事業者の募集
を開始しました。
　カフェなどの収益施設の建設費用全額と、管理
棟、トイレ、屋根のある日陰施設、芝そりゲレン
デなど津市が設置を希望する公共施設の整備費用
についても１割以上を民間事業者がその収益を還
元するかたちで負担し、津市の負担額の上限を１
億5,300万円とするプランです。
　同年７月、審査の結果、不動産賃貸、農園、建
設の３社が構成する企業グループが選定され、新
たなエリアにはドッグランやバーベキューゾー
ン、多目的広場やキッチンカーエリアを含む施設
が整備されることになりました。来年春のオープ
ンを目指して間もなく工事が始まります。
　20年余り整備を続ける中勢グリーンパークに、
開園当時は考えられなかった斬新な手法で、官民
連携のプロジェクトが展開されます。民の力を活
用して公費投入を抑制しつつ、来園者には質の高
いサービスを提供するため、津市におけるPark-PFI
事業を堅実に進めてまいります。
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